防火・防災管理要項

○○○○立○○小学校

目　的
常時、災害予防体制の整備を図り、火災発生時および地震時には、児童を安全に避難させて、その身体・生命を保護し、あわせて初期防火に努めて学校財産を防護する。

それとともに児童の防災意識の高揚を目指す。

方　針

1． 平素の学校教育活動全領域にわたり、機会あるごとに防災意識の高揚に努める。

2． 分掌責任事項を明らかにし、その遂行を期するとともに、係責任者不在のときはその代行者を定めて渋滞のないようにする。

3． 児童の在校時と不在校時とを考慮し、状況に応じて即応できるように体制を整えるとともに、常時訓練を行う。

4． 消防署、警察署との連絡を蜜にし、積極的にその指導を受ける。また近隣住民との密接な連携をはかる。

防災対策
1． 防災意識の高揚

· 学校教育のすべての場を通して、防災意識の高揚をはかる。

· 消火器や警報機の整備およびその機能と取り扱いを全職員に徹底させる。

2． 避難訓練

· 毎月1回定期的に火災および地震を対象として実施する。

· 定期的、固定的な訓練ばかりでなく、あらゆる場面を想定して、時には臨時の訓練も段階的に取り入れる。

3． 防災施設の整備

· 消火器および簡易火災報知器を整備し、所定の位置に設置するほか、防火用水を所定の位置に設置する。

· 教職員および主事は防災器材の管理に万全を期し、操作に習熟する。

· 防災器材の点検を定期的に行う

4． 連絡および協力の徹底

· 常時、教育委員会、消防署、警察署と緊密な連絡をとり、点検指導を受けるなど、非常の際に遺漏のないようにする。

· 近隣の住民に警報機の機能、通報合図を知らせる等の配慮を行い、学校防災に協力方を依頼しておく。

· 学校警備の勤務の厳正を期し、防災に努める。

· 非番勤務における職員緊急連絡網を定めるほか、いかなる事態が生じても連絡が正確、機敏にできるように配慮する。

5． 家庭との協力

· 学校災害時における対策を各家庭に知らせ、共通理解のもとに協力体制をつくり、いざという時の無用な混乱を避けるようにする。

· 災害発生時の家庭の心得（印刷物）

· 防災用児童カード（学級名簿2部作成　地区名簿2部作成、各1部学校提出）

· 児童引取り票（児童個人に対して1部作成し、家庭で保管）

6． 非常持ち出し品の明治

· 警備係は重要書類および資材を整備し、所在を明示して非常の際に速やかに搬出できるような対策を講じておく。

7． 災害原因の予想と対策

· 給食室、主事室、会議室、理科室、保健室の火の気の始末、化学薬品の管理を厳正にする。

· 定期的に電灯配線の点検を受ける。消灯をを確実にする。

· 暖房取り扱い規定を定め、取り扱いに注意する。

· 特に会合・集会時の火気の始末、点検を厳正にする。

· 教室における燃焼物の整理・整頓

避難、消火対策

1． 組織

避難、消火に関する係を次ページの図の通り定める。

［第１次態勢］

災害発生時においては、まず第一に図（次ページ）の上部の６つの係によって児童の安全確保に努め、家庭に引き渡す。

［第２次態勢］

校庭あるいは安全な地域に児童を避難させた後、図の下部の４つの係によって、児童の教育活動を確保する。また、地域防災組織との協力により、地域住民の安全確保に努める。
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2． 各係の任務

· 通報連絡係（教頭）

· 災害発生を知ると同時に、非常ベル、緊急放送その他の方法で全職員、児童に非常事態を連絡する。

· 教育委員会、消防署、警察署に連絡する。

· 指揮者の命令、指示伝達、各種情報の伝達・連絡にあたる。

· 避難誘導係

· 指示された場所に児童を迅速かつ安全に誘導する。

· 学級責任者は、防火用児童カードおよび出席簿により人員を調べ、学年責任者に異常の有無を報告する。

· 学年責任者は避難所責任者に、避難所責任者は教頭→校長に報告する。

· 別命あるまで確実に児童を管理する。

· 校内巡視係

· 授業者および担任以外の者は、校舎内を巡視して居残り児童の有無を点検する。

· 救護係

· 負傷者、病人等の看護にあたる。状況に応じ救急車の出動を要請する。

· 搬出係

· 火災発生の場合は、重要書類の搬出警備にあたる。

· 防火係

· 出火個所を確認し、消火責任者指揮のもとに初期防火にあたる。

· 近火の場合は、校舎の窓、出入口等必要なところは閉め、校舎への飛び火を防ぐように努める。

3． 備考

· 各担任は火災・地震発生にともなう校舎離脱の順序、方法をあらかじめ児童に習熟させておく。

· 校舎を貸与した場合、その後始末は、日直・主事が必ず点検する。

· 当直員のみの場合は、消防署、学校長に連絡し、重要書類の搬出警備にあたるとともに、防火に努める。

避難誘導予定地を次の通り決める
1． 学校校庭

2． ○○○○公園

3． ○○○○
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